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市 民 課 長 小 林  正 広 君  環 境 生 活 課 長 五十嵐  久 英 君 
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建 設 課 長 五十嵐  博 文 君  復 興 推 進 課 長 斉 藤  喜代志 君 
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〈午前１０時００分 開議〉 

 

○議長（五十嵐健一郎君） 

おはようございます。 

これより本日の会議を開きます。 

欠席通告議員は、大滝 豊議員であります。 

定足数に達しておりますので、直ちに会議を開きます。 

 

日程第１．会議録署名議員の指名 

 

○議長（五十嵐健一郎君） 

日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

会議録署名議員には、１０番、保坂 悟議員、２０番、吉岡静夫議員を指名いたします。 
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日程第２．一 般 質 問 

 

○議長（五十嵐健一郎君） 

日程第２、一般質問を行います。 

７日に引き続き、通告順に発言を許します。 

田中立一議員。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田中議員。 〔１５番 田中立一君登壇〕 

○１５番（田中立一君） 

おはようございます。市民ネット２１、田中立一です。 

発言通告に基づいて一般質問を行います。 

１、「糸魚川ジオパーク匠の里創生事業」の進捗状況について。 

糸魚川市の各種移住・定住促進事業の１つとして「糸魚川ジオパーク匠の里創生事業」のプロジ

ェクトを立ち上げ、３年目が経過しようとしている。これまでの進捗状況及び今後の取り組みを伺

う。 

(1) ３年間の実績と応募から選考・決定、移住までの内容について。 

(2) 株式会社クリーマとの連携について。 

(3) 滞在型インターンシップ「糸魚川で暮らす・働く応援プロジェクト」など他の施策との関

連と今後の取り組みについて。 

２、訪日外国人観光客誘致の取り組みについて。 

２０２０年の東京オリンピック・パラリンピックに続き２０２５年の大阪万博が決まり、インバ

ウンドに寄せる期待が高まっている。 

政府は今後４,０００万人、６,０００万人という訪日観光客を目指して、その受け入れ環境の整

備に力を入れており、新潟県では近隣県に比べて苦戦しているインバウンドをてこ入れするため

「観光局」を知事直轄の独立部局に格上げする案を発表した。 

糸魚川市でも最近、外国人観光客の姿を見かけるようになったものの、まだ弱いように見受ける

が現状はどうか。また、受け入れ環境整備はどうなっているか。インバウンドについてどう捉え取

り組んでいくのか考えを伺う。 

(1) 糸魚川市の外国人観光入込数、宿泊者数や観光目的などについて現状の把握はどうか。 

(2) 糸魚川市のインバウンド施策の主な取り組みと今後必要とする受け入れ環境整備について。 

３、米の作柄・作況と生産数量目標の取り組みについて。 

２０１８年県産米の作柄及び作況指数は、夏の高温と干ばつの影響を受けて例年よりかなり低い

数値となった。 

市内生産者からは「収量はいつもの半分」という声も聞かれるほどで、かなり深刻な地域も見ら

れる。 

来年度の生産数量目標について、市町村別内示も発表されたが、地域の実情をどう捉え対応して
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いくのか考えを伺う。 

(1) ２０１８年産米の作柄・作況と米価の動向について。 

(2) 干ばつ被害を受けた田の復旧への支援について。 

(3) 生産数量目標への取り組みについて。 

以上、よろしくお願いします。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

おはようございます。 

田中議員のご質問にお答えいたします。 

１番目の１点目につきましては、実績として２８年度に２組３人、２９年度に１組１人が移住さ

れました。 

また、応募から移住までの内容につきましては、最初に移住希望者からエントリーシートの提出

を受け、住居の選定、地域住民との交流、移住体験等を実施した後に正式に応募を受け付け、市移

住といたします。 

２点目につきましては、全国約１３万人の手づくり作家が登録してるというクリーマとの連携は、

本事業にとって有効であることから、２９年度８月から連携をいたしております。 

３点目につきましては、滞在型インターンシップは、地域の気候、暮らし方を経験し、地域住民

との交流、仕事体験などを行うことでスムーズな移住につながる有効な手段であり、糸魚川市に移

住を検討している方から積極的に活用してもらい、移住・定住事業を推進してまいります。 

２番目の１点目につきましては、糸魚川市全体の外国人の観光入込客数については把握しており

ませんが、２９年度には、谷村美術館・玉翠園、翡翠園に約２,９００人から来観いただいており

ます。また、市内の宿泊者数は、２,６６２人、前年比１３８％であり、増加傾向にあります。 

２点目につきましては、広域連携での旅行博やエージェントへの営業のほか、ホームページなど

を活用した情報発信を行っております。 

受け入れ環境整備につきましては、看板やパンフレット等の多言語化のほか、各事業者と連携し

た英語メニューや指差し会話カードの整備、外国人向けガイドの育成など取り組んでおります。 

３番目の１点目につきましては、収穫量は平年より減少し、作況は低下となりましたが、一等米

比率は昨年を上回るものがあり、品質は確保されたものと捉えております。米価において、コシヒ

カリほか一部品種において、仮渡金が昨年より上回り、さらに追加の改定があったことから上昇傾

向となっております。 

２点目につきましては、水田のひび割れ復旧工事や土壌改良材の購入の助成を実施しております。 

３点目につきましては、生産数量目標については関係機関と検討を重ね、需要に見合った米を生

産できるよう努めております。 

以上、ご質問にお答えいたしましたが、再度のご質問によりましては、所管の部・課長からの答

弁もありますのでよろしくお願い申し上げます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（五十嵐健一郎君） 

田中議員。 

○１５番（田中立一君） 

まず、移住実績ですけれども、今、２８年度、２９年度が出ましたが、３０年度、ことしの移住

の実績はいかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

渡辺企画定住課長。 〔企画定住課長 渡辺孝志君登壇〕 

○企画定住課長（渡辺孝志君） 

おはようございます。 

お答えします。 

移住につきましては、特に３０年度につきましては、Ｕ・Ｉターンの家賃促進事業というところ

が非常に功を奏しておりまして、今のところ３０年度については１４人という実績があります。そ

のほか空き家の活用では９人という実績になっておりまして、Ｉターン者でいきますと２３人とい

う、今状況になっております。 

〔「議長、休憩お願いします。」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

暫時休憩します。 

 

〈午前１０時０８分 休憩〉 

 

〈午前１０時０８分 開議〉 

 

○議長（五十嵐健一郎君） 

休憩を解き会議を再開いたします。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

渡辺課長。 〔企画定住課長 渡辺孝志君登壇〕 

○企画定住課長（渡辺孝志君） 

大変失礼いたしました。 

３０年度の匠の里での、まだ移住の実績には至っておりません。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田中議員。 

○１５番（田中立一君） 

先ほどの答弁から合わせて２８年度が２組３人、２９年度が１組１人、今年度は今のところゼロ

と。普通こういうプロジェクトを立ち上げて、１年目よりも２年目、２年目よりも３年目と上がっ
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ていくのが普通かなというふうに私は思うんですけれども。 

２８年度の９月議会に、私は一般質問をしております。このときには、２８年度は４組１０名の

募集をしていました。それに対して２組４人が移住の意向を固めていると。それから、さらに３組

５名が調整中という答弁をいただいています。今の最初の答弁では、それよりもかなり下回ってい

るわけですが、その辺の検証はどのようにされていますでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

渡辺企画定住課長。 〔企画定住課長 渡辺孝志君登壇〕 

○企画定住課長（渡辺孝志君） 

あの制度が、今ちょうど３年目に入るわけですけども、ちょっといろいろ募集もかけるんですけ

ども当たりがちょっと低下していると今、状況になってきております。３０年度につきましては、

今４人の方が希望を出されておりまして、こちらのほうでどうかという話を進めております。 

検証としましては、初年度、２年目という形で、ちょっと今苦戦はしているのかなという状況で

あります。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田中議員。 

○１５番（田中立一君） 

３組５名が調整中が、１組１人になったのか、なぜ減ったのか、その辺の検証を伺います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

渡辺課長。 〔企画定住課長 渡辺孝志君登壇〕 

○企画定住課長（渡辺孝志君） 

なぜ減ったのかと言われましてもなかなか検証は難しいんですけども、制度のＰＲも、もう３年

目ですので、やっているんですけども、なかなか広がりが出てこないというところが実態でありま

す。そういった意味でのいろいろ交流会とかもやるんですけども、制度のほうもいろいろ住居とか

も整えてはいるつもりなんですけども、なかなか上がってこないというのが、今実情でございます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田中議員。 

○１５番（田中立一君） 

ちょっと角度を変えて。 

申し込んだ方が調整中の中でやめたのか、それとも審査して、あんたはだめよと言ったのか、そ

の辺はどうなんでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

渡辺課長。 〔企画定住課長 渡辺孝志君登壇〕 

○企画定住課長（渡辺孝志君） 
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今までの実績でありますけども、正式な移住の体験等を通して、申し込みをされた方については、

全て受けているという状況になります。今現在、３組４名の方なんですが、この方については正式

な申し込みをして、全てお受けをしているという状況であります。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田中議員。 

○１５番（田中立一君） 

ということは、こちらへ来て、いろいろ見たり、聞いたり、経験したりする中で、向こうのほう

から決定しなかったということで理解してよろしいんでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

渡辺課長。 〔企画定住課長 渡辺孝志君登壇〕 

○企画定住課長（渡辺孝志君） 

お答えします。 

確かにいろいろ体験とかで、こちらのほう、地域をしっかり見てる中で、ご自身のほうからちょ

っと移住までは至らないというふうに認識をしております。思っております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田中議員。 

○１５番（田中立一君） 

その原因・理由をしっかり把握して対応しないと、移住に至らないんじゃないですか。その辺の

検証と対策をとっていかなければ、幾ら応募があってもどんどんまた決まらないでいくと。よそへ

行ってしまう。それが今の現実じゃないかなと思うんですよね。 

２９年度には、じゃあ何人の方、何組の方が応募されました。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

渡辺課長。 〔企画定住課長 渡辺孝志君登壇〕 

○企画定住課長（渡辺孝志君） 

２９年度につきましては、８組の方がこの事業に関心をお示しいただきまして、手を挙げていた

だいてると。そのうちのお一組が、決定したという状況になっております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田中議員。 

○１５番（田中立一君） 

８組の方が応募して、１組１人だけと。これをどのように受けとめているか、それが大事じゃな

いかなと思います。 

１つの例を挙げさせてもらいますと、ことし今検討している方がいます、福井の方で。金属アク

セサリーの作家です。この方は福井の方で、糸魚川クラフトフェア、毎年やってありますけども、



－ 150 － 

マリンドリームで開催している第２回目から参加していて、糸魚川のことをよくご存じの方です。 

この方は、昨年１０月に市の指定するフォームでエントリーをしているんですが、それに対する

返事が、１週間以上おくれていました。一応、台風の影響ということで理由はありましたけれども。

その対応の仕方、これからこの方にいろいろと話伺ったので、これから時系列にいろいろ伺います

けれども、まず、この最初の、去年の１０月からの対応の仕方、いろいろ問題があるように思うん

ですよ。１０月にエントリーしたのに返事が１１月１日、このおくれをどのように捉えていますか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

渡辺課長。 〔企画定住課長 渡辺孝志君登壇〕 

○企画定住課長（渡辺孝志君） 

確かに２９年度のことですね。２９年の１０月にエントリーシートの、メールでたしか当時いた

だいているという状況になります。それに対しまして、返答が１１月に入ってからということで、

確かにタイムラグがあるというふうに認識をしております。そこら辺、担当者のレベルでメールの

確認、メールですので電話とちょっと違いますので、確認の方法にちょっと時間を要したなという

ふうに思っておりますし、また、そういったこういう大事な相談については、しっかり早く対応し

なきゃいけないというところは、我々もいけないというふうに思っておりますので、そのおくれに

ついては係の中で、情報の共有する中で、今後は改善をしていかなきゃいけないというふうに思っ

ております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田中議員。 

○１５番（田中立一君） 

募集をしているわけですよね。それに申し込んで、その手段が何であろうと、指定されている、

メールだからというのは理由にはならないと思うんですよね。ちゃんと対応していかなければいけ

ないと。このおくれが、この後いろんな、また問題になっていくわけですわ。 

それともう一つが、同じメールの中で、この人は匠の里制度をエントリーしているわけですけれ

ども、先ほどの、暮らす・働く応援プロジェクト、こちらのほうを勧められているんですわ。何で

匠の里制度を申し込んでいるのに、ほかのプロジェクトも一緒に勧めるんですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

渡辺課長。 〔企画定住課長 渡辺孝志君登壇〕 

○企画定住課長（渡辺孝志君） 

糸魚川で暮らす・働く応援プロジェクトと、議員の３点目の質問にもあると思うんですけども、

インターンシップを勧めた理由ということになりますが、糸魚川で暮らしと仕事ということで、ク

ラフト、手づくり作家であると、もう職業的には仕事を持ってるわけでありますけども、こちらの

事業につきましては、糸魚川での暮らしを見ていただく。それから、地域との交流というものも要

素に入れております。やはり今、応募された方は福井県ですので、糸魚川市とは条件が異なってま

いります。 
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やっぱり糸魚川の暮らしの仕方、それとか地域住民との交流、それから、その地域の独特なお祭

りとか、そういったものを見ていただいて、やっぱり選んでもらうには、気に入っていただかなけ

ればいけませんので、そういった意味で、この糸魚川で暮らしプロジェクト、糸魚川で暮らす・働

く応援プロジェクトというものをお勧めさせていただいたものであります。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田中議員。 

○１５番（田中立一君） 

その辺の説明が、その応募者にしっかりされていないんです。なので、この勧められたことに対

して、応募者は、匠の里制度に、プロジェクトに応募しているけども、こちらのことはわからない

からいろいろと問い合わせをします。その問い合わせをしている最中に、１２月４日の担当者から

のメールで、このたびのインターンシップの件ですが、１２月１日からお一人、その後も受け入れ

が決まってしまったので、今年度のインターンシップの受け入れは終了と。いきなりやりとりの説

明の最中で、一方的に断っていますよね。その辺の事実はご存じか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

渡辺課長。 〔企画定住課長 渡辺孝志君登壇〕 

○企画定住課長（渡辺孝志君） 

確かに今、議員のおっしゃるとおり１２月４日ですかね、昨年の１２月４日になりますけども、

担当者のほうから、インターンシップの受け入れの終了ということで案内をさせていただいており

ます。 

どうしても行政といいますと予算の枠とか、応募の枠というのがあって、それで担当者のほうも

自分の事業といいますと、どうしても予算の管理ですとか進捗というのは、前向きに自分のところ

は見ていく習性もあったと思うんですね。そういうところで話をしていったのに、今たまたま応募

の人数でいっぱいになったという形で終了を告げてしまいましたけども、ここでもうちょっと担当

のほうもよく話をしてもらって、事業の中でもうちょっと調整ができれば、踏み越えたんではない

かなというふうに思っておりますので、そこは私らのほうからも、もうちょっと何ができるのかと

いうことをしっかり捉えて、案内をしなかったのはいけなかったかなというふうには思っておりま

す。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田中議員。 

○１５番（田中立一君） 

こちらの予算の都合とか定員の都合とか日程の都合とかが、応募者には関係あるんですか。応募

者にちゃんとその辺の説明もしたのかどうか。で、納得がいったのかどうか。この人は、納得はい

かないし、わけがわからないんですわ。いきなり勧められたものを説明の最中で、もういっぱいに

なりました。ことしは終わりです。諦めてください。それで一番問題なのは、このメールにもあっ

たんですけども、これも聞きました。 
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匠の里制度をご検討の場合は、空き家見学や地域交流の実施を別途相談させてください。匠の里

制度を検討の場合じゃなくて、匠の里制度をもともとエントリーしてるわけですわ、市の指定のフ

ォームで。ちょっと失礼じゃないですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

渡辺課長。 〔企画定住課長 渡辺孝志君登壇〕 

○企画定住課長（渡辺孝志君） 

確かにおっしゃるとおりだと思います。匠の里制度で、制度を利用してエントリーしたいという

ところで来ておりますので、そこはやっぱりこの内容を見ていらっしゃるのかと思います。担当の

ほうでは、それのほかにやっぱり自分のわざを持って、ただここへ来るだけでは、なかなか実際の

生活という面で困るんではないかなというところで、しっかり地域の交流ですとか住居を見て回る

とか、そういった意味でお伝えをしたものだというふうに思っております。制度自体で本当に申し

込んでいただいたもんについては、そこは尊重していかなければいけないと思いますけども、やっ

ぱり地域交流というところの面もちょっと担当のほうでも頭がよぎってきたのかなというふうに思

います。いずれにしましても、インターンシップの終了も含めてなんですけど、もうちょっと踏み

込んだ対応が必要ではなかったのかなというふうに思っております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田中議員。 

○１５番（田中立一君） 

匠の里プロジェクトに応募したのに暮らす・働く応援プロジェクトのインターンシップのほうに

すりかえたのは、こちらからでしょ。そのことに対してこちらから勝手に、はい、いっぱいになり

ました。それはどう思います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

渡辺課長。 〔企画定住課長 渡辺孝志君登壇〕 

○企画定住課長（渡辺孝志君） 

こちらのほうでインターンシップというふうに言葉を出してたもんですから、今、企画定住課の

事業で働く応援プロジェクトというのがインターンシップ事業としてありますので、ついついやっ

ぱりそちらの事業のほうの進捗をちょっと見てしまって、状況を確認したというところが今回の、

ちょっとうまくなかった点なのかなというふうに思っております。いずれにしましても働く応援プ

ロジェクトを、インターンシップという形で紹介をさせていただいておりますので、ぜひそこら辺

をもうちょっと柔軟な対応が必要ではなかったのかなというように思っております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田中議員。 

○１５番（田中立一君） 

インターンシップを断られたんですけれども、１２月５日に応募者のほうからインターンシップ
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を切られたことについては、とても残念だけども、インターンシップのほうはだめでも、本来の匠

の里プロジェクトの書類は生きているんですよねというふうに問い合わせをしているんです。これ

に対してどのように答えました。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

渡辺課長。 〔企画定住課長 渡辺孝志君登壇〕 

○企画定住課長（渡辺孝志君） 

申しわけありませんけども、その答えについてはちょっと私のほうでは今承知をしておりません。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田中議員。 

○１５番（田中立一君） 

返事してないんですよ。問い合わせに対して答えていないんです。そのままほったらかしです。

後で事実関係、確認してください。 

そのままほっとかれて何も連絡なし。それで匠の里プロジェクト会議というのがありますよね、

定期的にしていくかどうかわかりませんけども。ことしの１月１１日にその会議が開かれて、その

会議の中でメンバーが担当者の方に匠の里の件をきちんと福井の応募者に連絡をしたかと、連絡す

るようにというふうに会議の席上に言ったそうです。その辺はご存じですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

渡辺課長。 〔企画定住課長 渡辺孝志君登壇〕 

○企画定住課長（渡辺孝志君） 

そこら辺の詳細につきましては、１月１１日にその会の皆様とお話をしておりまして、応募者へ

の対応がうまくないということは、お聞きしておりますので、あそこら辺の詳細の、どういうやり

とりがあったかというのはちょっと私も承知をしてないんですけども、応募者の対応がうまくない

よというところはお聞きしているところであります。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田中議員。 

○１５番（田中立一君） 

平成３０年度、ことし募集をしてますね。この２組を募集してるかと思うんです。ホームページ

に出してありますわね。６月に出しているんですけれども、我々、普通の感覚からいうと、また募

集をかけるなら、募集をかける前、あるいは出してからでも、前に申し込んだ人に、ことしも募集

しますから応募してくださいとか、出しますよとか、あるいは何らかの連絡はするのが当たり前じ

ゃないかと思うんですけども、していますか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

渡辺課長。 〔企画定住課長 渡辺孝志君登壇〕 
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○企画定住課長（渡辺孝志君） 

確かに昨年からつながってる方でありますので、再度、３０年度の募集についても、出したとき

に一報入れればよかったのかなと思いますけども、私の今確認するとこでは、そういった連絡を、

ホームページには出してはいるんですけども、そこまでちょっときめ細かい対応はしておらなかっ

たというとこであります。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田中議員。 

○１５番（田中立一君） 

きめ細かいというか、プロジェクトとして立ち上げて、一生懸命推進していこうと。予算も使っ

てやっている事業ですね。予算は、これまでどのように使われてます。２８年度、２９年度、

３０年度の予算は、幾らこの匠の里制度に使ってます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

渡辺課長。 〔企画定住課長 渡辺孝志君登壇〕 

○企画定住課長（渡辺孝志君） 

お答えします。 

２８、２９年度につきましては、もう予算ではなくて決算が出ておりますので、決算の数字で申

し上げます。 

２８年度については１,５１１万８,０００円、２９年度につきましては１,３９２万９,０００円、

３０年度は予算ベースでいきますと１,８１６万２,０００円と、そういう状況になっております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田中議員。 

○１５番（田中立一君） 

３年間で単純に四千何百万、５００万円ぐらい、６００万から７００万ぐらいの予算としてやっ

てますわね。もう決算としてはもう３,０００万近いものが決算でやっているわけですね。大金で

すね。そう思いません。その中でこの実績。きめ細かい対応とか細かい話じゃなくて、きちんとや

っぱりやるのが、これ普通の常識の話なんで、やっていくべきじゃないかと思うんですが。 

で、６月に応募して何の連絡もないから、改めて２回目の８月にエントリーしています。このこ

とはご存じですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

渡辺課長。 〔企画定住課長 渡辺孝志君登壇〕 

○企画定住課長（渡辺孝志君） 

確かに８月の１３日に、私のメモではありますけども、応募者の方からエントリーシートを郵送

でいただいております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（五十嵐健一郎君） 

田中議員。 

○１５番（田中立一君） 

昨年申し込んだ人が、まだ申し込みが生きていると思っているけども返事がないから、また再度

申し込んで、それを見てどのように思いました。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

渡辺課長。 〔企画定住課長 渡辺孝志君登壇〕 

○企画定住課長（渡辺孝志君） 

確かに同じ人に２回のエントリーシートを出させていただいたということで、非常に匠の里の事

業に深い関心がおありなのかなというふうに思っております。そこら辺の２回は、同じ手間をさせ

るんではなくて、こっちから一歩踏み込んでやれば１回で終わっていたのかなというふうに思いま

すので、今後そういったことのつながりだけはしっかり持っていきたいなというふうに思います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田中議員。 

○１５番（田中立一君） 

これについて、エントリーシートを拝受しましたと、今回は早く返信しているようです。で、日

を改めて地域交流と住居のマッチングについて相談させてくださいという返信のメールがあったよ

うです。その後、このことについてどのような相談、話がありました。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

渡辺課長。 〔企画定住課長 渡辺孝志君登壇〕 

○企画定住課長（渡辺孝志君） 

エントリーシートを受け付けまして、こちらから地域交流とかもありますので、こちらへ来てい

ただいて見ていただく時間、それから住居のマッチング等もこうありますので、そういったところ

で相談しましょうということで置いといたんですけども、それから向こうの、作家さんですので活

動もあるということで、ちょっと時間を、忙しいというところも聞いておりましたので、その時間

を待ってから連絡したいなということで考えておりました。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田中議員。 

○１５番（田中立一君） 

先方は、じゃあこういったことについてどういう話があるかとずっと待っていたんですね。何も

連絡がないんですわ。何も連絡してないでしょ。今の話だとそのように思ったということになれば、

そうなのかもしれませんけれども、相談させてくださいと言ってるんだから、じゃあどのように進

めていくかということについて具体的に提案して、こっちは募集しているんですから、やっていく

のが筋じゃないですか。何の連絡もないから、今度９月の２２、２３に美山でクラフトフェアがあ
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りました。クラフトフェアにこの作家さんも参加されるから、火曜日まで滞在を延ばして、延期し

て、火曜日にじゃあ相談しましょうと、いかがですかというふうに、これは何の連絡もないからそ

ういうふうに話を持っていったんですよね。それに対して何と答えました。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

渡辺課長。 〔企画定住課長 渡辺孝志君登壇〕 

○企画定住課長（渡辺孝志君） 

８月から９月の下旬までちょっと時間があいて、お互いの相談しましょうというところの捉え方

で、向こうは待っていた、こっちも待っていたと。そういったところの行き違いが起きるかなとい

うふうに思っております。 

この当日、担当とのやりとりを見ますと、９月の２５日に会いたいということでメールはいただ

いてたんですけども、ちょうど担当業務の担当者のほうも日程がちょっと詰まってて、そこはちょ

っと面会は難しいという返事はしておりましたけども。我々はやっぱり組織として対応しておりま

すので、担当１人ではなくて、もうプロジェクトというふうに議員もおっしゃられますので、もう

ちょっと複数の係員での対応、もしくは係を越えての対応もできたのではないかなというふうに思

っておりますので、そこはちょっと担当者がいないという、そういうだけではうまくないなという

ふうに思っております。今後、係を全員で情報の共有をするように対応していきたいというふうに

思っております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田中議員。 

○１５番（田中立一君） 

私もクラフトフェアに行ったときに、この話を聞いてびっくりしました。滞在の日を延ばすから

話しませんかと言っているんだけれども、担当者が、この日は忙しいからだめと断られたと。今、

課長が答弁した中にありましたように、私もすぐにそう思いました。別に、この担当者でなくても

ほかの担当者がいるんじゃないか、しっかり糸魚川へ来ているときに話をすれば一番いいんじゃな

いか、平日だし。相手がわざわざ日を延ばして滞在して、話し合いをさせてくださいと。募集して

るのはこっちですよ。ちょっとおかしくないですか。対応がまずいんじゃないですか。 

で、そういうふうに断られたけれども、また先延ばしになっていくわけですから、２５日の日に

クラフトフェアの主催者と一緒に市役所に来て、他の担当の方と話をされて、それでようやく話が

進み始めたというふうに聞いていますが、そうですよね。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

渡辺課長。 〔企画定住課長 渡辺孝志君登壇〕 

○企画定住課長（渡辺孝志君） 

議員のおっしゃるとおりだと思います。９月の２５日に、今までは、２９年度もそうだったんで

すが、どうしてもメールでのやりとりになると、面前での面識がなかったというのがいけなかった

のかなというふうに思いますので、この時点で初めて顔を合わせて、お互いのフェイス・トゥ・フ
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ェイスで話をする機会があったので、ここからが始まりなのかなというふうに思っておりますし、

また、そういったやっぱり面前での話し合いというのは一番大事なのかなというふうに思っており

ます。現在も、これを起因としましてお話し合いは続けさせていただいております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田中議員。 

○１５番（田中立一君） 

結局、押しかけるぐらいの形で応募者が来たから話が進んだんですよ。それがなかったら、いま

だにどうなってたかわからないような話じゃないですか。でも、昨年で申し込んだ１年と同じ時期

に、また１年たとうとしているわけですよね。ちょっと対応が遅いし、まずいなと。やはりフェイ

ス・トゥ・フェイスと言われましたけども、会って話をしたほうがいいに決まってるわけですが、

それを先方のほうから言ってくるんですよ。それを断るというのは、やっぱりおかしいですよね。 

今度、わざわざ福井のほうへこちらから行ってますよね。これはどんな内容だったんですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

渡辺課長。 〔企画定住課長 渡辺孝志君登壇〕 

○企画定住課長（渡辺孝志君） 

１０月に入りまして、そういった対応もありましたので、担当と担当係長と福井のほうへ出向き

まして、膝を交えての話し合いをしたいということで、匠の里創生事業の、事業の説明ですとか、

あとやっぱりここに求める、我々のほうでも地域で貢献をしていただきたいと。やっぱりどうして

も地域とうまくマッチングをして、地域の行事ですとか地域の特徴ですとか、そういったのもぜひ

体験をしていただけないだろうかと。そういった話をしてきたというふうに聞いております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田中議員。 

○１５番（田中立一君） 

どちらにしても対応が遅いし、まずいし、それから、再度申し込みやっていることに対して、お

わびだとか、あるいはその辺の説明だとか、そういったことをされていませんわね。特に担当者か

らは何の、去年からのいきさつのことについての謝罪まではええかもしれませんけれども、その辺

のいきさつやら説明やらが十分になされているかどうかというと、私が聞いた限りではちょっとな

いですね。そういった対応の仕方というのは、いかがなもんなんじゃないかなと。担当課としては

どう思います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

渡辺課長。 〔企画定住課長 渡辺孝志君登壇〕 

○企画定住課長（渡辺孝志君） 

これからも、今話し合いも続けておりますので、そういった話し合いの中で今までの経緯とかも

話をしながら、我々もメールでのやりとりというのはなかなか時間もかかったり、メールを見たり
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とか見なかったりとかという部分もありますし、そういったところのおわびをしながら、事業の説

明をしながら、今良好な関係で進めていくようにしたいと思っておりますし、これまでの対応も特

に至らなかった点については、この該当の方とお話をする中で、おわびもしながら進めていきたい

というふうに思っております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田中議員。 

○１５番（田中立一君） 

本人は、応募された方は、こちらのことをよく知っていて、この制度を利用して移住を希望して

るわけですね。 

ただ、やはり対応がこのようだと不安に思うのは普通じゃないかなと。実際、不安にも感じてる。

でも何とか新しい土地で頑張っていこうというふうに思っているので、しっかりやってもらいたい

という気持ちはあると思います。 

先ほどから課長の答弁聞いててちょっと心配なのは、メールチェックはどのようにされてるんで

すか。メールだと見ないときもあるというふうに、メールチェックというのは、しょっちゅうして

ないんですか、毎日何回も。メールだと遅くなるんですか。でも指定のフォームでは、メールも可

なんでしょ。ちょっとさっきから聞いてると、メールだとどうもというお話ばっかりされてるんで

すが、いかがなんですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

渡辺課長。 〔企画定住課長 渡辺孝志君登壇〕 

○企画定住課長（渡辺孝志君） 

昨年の話になりますけども、メールを個人宛てのメールにやってくる場合もありますし、そうし

ますと担当者が休みの場合ですと、とか現場へ行ってるとメールが開けないという状況もあります。

本年度からは、課の代表メールのほうに送りまして、後は係のほうに振って、情報の共有ができる

ように対応しておりますので、昨年までは個人で、何といいますか休みのときにたまたま見なかっ

たという場合も想定もありますし、そういったところもあったのかなというふうに思います。それ

を改善するとして代表メールに送って、後、係で振り分けをしていくという形で、作業を進めてお

りますので、そこら辺は担当がいなくても見れるような、そういった改善は、取り扱いはしていっ

てるというとこであります。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田中議員。 

○１５番（田中立一君） 

また心配になりました。市の指定のエントリーフォームなんでしょ。初めから個人の名前を知っ

てるわけでも、担当者の名前を知ってるわけでも、個人のアドレス知ってるわけじゃなくて、恐ら

くホームページか何かからエントリーシートに申し込んで、そこの指定されているメールアドレス

に送ってるんじゃないかと思うんです、ちょっとその辺まで私は確認してませんけども。おたくの
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課ばっかりじゃなくて、ほかのもみんなそうだと思うんですけども。エントリーシートや指定フォ

ームがあってやりとりした場合、もう送った相手は届いてると思うんですよ。見てると思うんで、

それが当たり前じゃないですか。その対応は、市全体は一体どう考えているのかという話になって

きますわね。ちょっと心配になりました、この辺のことは。いかがですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

渡辺課長。 〔企画定住課長 渡辺孝志君登壇〕 

○企画定住課長（渡辺孝志君） 

エントリーシートにつきましては、市というか課の代表メールになっておりますので、多分ちょ

っと私も詳細は今お答えできないですけど、課のほうに来たのかなというふうに思っております。 

ただ、個人的な相談の日程ですとか質疑があった場合の答えは、当初は個人のメールでやってい

る場合もありますので、代表で大事な、シートについては、代表メールのほうに届くようにはいた

しております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田中議員。 

○１５番（田中立一君） 

こういう情報の共有というものは、国務省もそうなんですけども、共有しなきゃいけないんじゃ

ないですか。で、対応がおくれたらやっぱり、今このプロジェクトは一刻も争うかどうかはあれで

すけれども、他の課によっては一刻を争う内容もあったりするんじゃないですか。しっかりこの辺

の何ていうんですか、対応の仕方というものをやらないといけないんじゃないかなと、今やりとり

聞いててちょっと心配になりました。しっかりお願いしたいと思います。 

もう一件、あれなんですけども、この人、１１月１３日に根知地区を訪問して、空き家の物件を

紹介してもらっています。で、わざわざ物件を見たいからということで、紹介してくれるというこ

とで来ているんですけれども、このとき何件紹介してもらいました。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

渡辺課長。 〔企画定住課長 渡辺孝志君登壇〕 

○企画定住課長（渡辺孝志君） 

このとき物件は、根知地区の１軒のみとなっております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田中議員。 

○１５番（田中立一君） 

プロジェクトとして立ち上げて、少なくともことしは２組募集をしている。その前は何人も募集

してましたね、ちょっとまあ、あれですけど。それなのに、応募した方は何軒も見られると思って

来たら、１軒しか見せてもらえなかったと、わざわざ福井から来て。何軒も紹介して、もっとほか

にはないのかと聞いたらだめだと言われたらしいですね。何でですか。 
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〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

渡辺課長。 〔企画定住課長 渡辺孝志君登壇〕 

○企画定住課長（渡辺孝志君） 

空き家につきましては、やっぱり本来であればプロジェクトですので複数の、４軒、５軒とか

１０軒ぐらいすぐ住めるような状態で用意しとけばいいんでしょうけども。いつの段階でオーダー

が入るかわからないというところもありますので、なかなかそこまで改修をして、さあ入れるとい

う状況をつくるのは、非常に難しいのかなというふうに思っております。 

ただ、地元の区長さんですとかいろんな情報で、市内の空き家、特に根知地域の空き家の情報だ

けは集めておりますけども、このときはたまたまほかの物件もいろいろ当たってる途中でありまし

たので、たまたまこの１軒しか該当がなかったのかなというふうに思います。今後はもうちょっと

いろいろ情報、これからも調整は進めますので、いろんな情報を取りまとめて、いい場所を選んで

いただけるような環境はつくっていきたいというふうに思っております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田中議員。 

○１５番（田中立一君） 

このプロジェクトで、じゃあキープしたり紹介できる物件というのを何軒あるわけですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

渡辺課長。 〔企画定住課長 渡辺孝志君登壇〕 

○企画定住課長（渡辺孝志君） 

キープする物件といいますか、どのぐらい用意してあるかというのは、ちょっと今詳細は持って

いないのでお答えできないんですけども、あくまでも地元の区長さんとかいろんな情報の中で空き

家の物件を取り寄せて、ただ、それが本当に使えるかどうかというのが、実際、中身を見ていかな

きゃいけないと思いますので、また修繕の費用も当然かかってまいりますので、そこら辺も調整し

ながら進めていかなきゃいけないと思います。今、実際、具体的に何軒というのは、申しわけあり

ません、ちょっとお答え今できません。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田中議員。 

○１５番（田中立一君） 

いろいろ目的はあろうかと思うんです、この事業の。移住してもらって、人口をふやす。交流人

口の拡大をふやすとか、あるいは移住者をふやすとか、そういった中で、それを受け入れる体制と

いうものは、できていないのかなと。しっかり応募したことに対して、何人応募した数に対して、

これだけのものが紹介できると。応募した人にとって、これから住む家、物件というものは非常に

大きな関心事ですわ。それを福井から来て１軒だけ、はい、ここだけです、ほかはだめですという

のは、対応としてはどうなんですか。もし逆の対場だったら、わざわざ来て、またとんぼ返りとい
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うのは、いかがですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

渡辺課長。 〔企画定住課長 渡辺孝志君登壇〕 

○企画定住課長（渡辺孝志君） 

今回は、たまたま物件の手持ちで持ってるのが１軒しかなくて、ちょっとご迷惑をおかけしたの

かなというふうに思っております。これから話が進んでいく中では、１回来て、見ていただいて入

るわけでありますので、ほかの地区、どういったものがあるか。そういった物件も見ていただくよ

うなチャンスはつくっていかなければいけないというふうに思っております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田中議員。 

○１５番（田中立一君） 

もう一点、家賃も尋ねたそうですわ。で、この物件だったら幾らの家賃かかるんでしょうかと。

市のほうでも補助がありますね。その辺の家賃の説明に対して、家賃に対して聞かれたことに対し

てどのような説明をされたかわかります。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

渡辺課長。 〔企画定住課長 渡辺孝志君登壇〕 

○企画定住課長（渡辺孝志君） 

私もちょうど当日いたわけではなくて、詳細はちょっと申し上げられないんですけども、担当か

らの話ですと、家賃については、やっぱり家主さんと正式な契約を結んでいるわけではありません

ので、実際に、例えば２万とか２万３,０００円とか、そういった金額はちょっとお示しはできな

かったという状況で聞いております。正式な契約を結んでおれば、家賃の提示というのはぽんと出

るんですけども、まだ貸してくれそうだぐらいの情報で、使ってもいいよという承諾をとった物件

で対応しますので、家賃については、話が本当に決まっていった段階で詰めていくという状況にさ

せていただいております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田中議員。 

○１５番（田中立一君） 

それでは応募するほうは不安じゃないですか。我々、何でもアパートでもマンションでも、ある

いは家を求めるにしても、これは幾らというとこで話して、じゃあ将来設計、自分の懐勘定、ある

いはいろいろ考えながら、じゃあ払えそうだから入ろうとか考えるんだけど、契約するまで家賃が

わからないというのは、おっかないですね。そう思いません。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

渡辺課長。 〔企画定住課長 渡辺孝志君登壇〕 
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○企画定住課長（渡辺孝志君） 

確かに議員の言われるとおりだと思います。確かに私が応募者であれば、非常に不安になると思

います。 

したがいまして、そういった立場に立って、アウトラインだけでも大体相場でどのぐらいだとか、

そのぐらいは言えるようにしていかないと不安になるというふうに思いますし、私自身も逆の立場

ならそう思います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田中議員。 

○１５番（田中立一君） 

今、課長が言われるようにやはりちゃんとした説明、相手の身になっての対応、これがないと本

来だったら右肩上がりで移住が決まっていくところが、なかなか進まないんじゃないかなと。ほか

にも原因がいろいろあるかもしれませんけれども、今回、聞かせてもらった話の中で、ちょっとこ

れはまずいんじゃないかなと。結構な予算の中で、これじゃあ決まっていかないんじゃないかなと。

せっかく応募して、関心を寄せていただいているのに、このような対応では遅いし、真剣みが感じ

られない。じゃあ住んでも不安になるんじゃないでしょうか。いかがですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

渡辺課長。 〔企画定住課長 渡辺孝志君登壇〕 

○企画定住課長（渡辺孝志君） 

確かに仕事もそうなんですけども、やっぱり住まいというのは、一番関心のあるところだと思い

ますので、そこら辺をしっかり案内できるような物件の情報、それから貸してくれる賃貸料の相場

とか、あとそこら辺もしっかりお示しをする中で、いい条件で来てくれるような環境に努めなけれ

ばならないというふうに思っております。また、そのようにこれからも進めていきたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田中議員。 

○１５番（田中立一君） 

ちょっとこの質問で長くなってしまいました。私も３年前の、２８年の９月議会のときには、匠

の里については、ワーク・イン・レジデンスの１つの形態として、非常にこの成果を期待して、注

目しておったんですけれども、ぱっと見たところなかなか成果が上がってないように見受けて、今

いろいろ話を聞くとこういったことが浮かんできました。今後、その辺の今までのいきさつを含め

て見直しも必要かなとは思うんですけども、いかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 



－ 163 － 

非常に今お聞きいたしておりまして、対応の悪さというのをちょっと見受けられたと思うわけで

ありますが、我々は接する中で、やはり一番重要なのは、地域の中にどうやって溶け込んでいって

いただけるか。そういう地域の皆様方がどのような接点を持っていかれるかとか、いろいろやっぱ

り配慮していきたいと思っておるわけでございまして、その辺こちらもちょっと要望が少し高いと

ころがあったのではないかなと思っております。そういう中で、接する職員においては、少しこの

事業とは少しそぐわないんではないかというのを感じて、このような形に私もなったんではないか

なと捉えているわけでございますので、やはりその辺をもう一度確認をしながら、そのガイドライ

ンをもうちょっと明確にしたほうがいいんではないかな。そうしますと求めてるものと、また求め

られるのでは違いがわかって、応募される方もその辺が整理できると思うんですが、その辺が少し

曖昧なところがありまして、そのようなことが起きたんだろうと思っておりまして、本当に申しわ

けなく思っておりますが、また違う観点で、またそういうものができれば、そういった方々を受け

入れられるような形をおつくりしていかなくてはいけないんだろう。やっぱり熱意のある方、やは

り糸魚川で住んで頑張りたいというお方があれば、そういう方向でまた力を入れていきたいと。そ

の辺またきっちりと区分けをさせていただきたいと思っております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田中議員。 

○１５番（田中立一君） 

そうなんですね。ぜひ今、私も言いたくないことも結構言ってしまいましたけれども、聞いた限

りでは、やはりそういったものをちゃんと受けとめて、検証して、これから実績に結びついていく

ように、やはり地域の活性化というのが１つの目的でもあるということになると、その辺のことが

大事じゃないかなと。相手とはやっぱり、これから生活するわけですし、受け入れるほうは、今度、

新しい人を交流をしていくわけですから、その辺のところをきちんとやっていかないで入ってしま

ったら大変です。その辺の不安を抱くとやはりうまくいくものもうまくいかなくなりますので、し

っかりやっていただきたいと思います。 

やはりこういったものを検証と同時に、将来イメージするものは一体どんなのかというものを、

担当としては、ある程度持っていなくちゃいけないんじゃないかなと。これは一体何年計画で、ど

れぐらいの作家を募集して、どういうイメージで、この地域の活性化を図っていくという具体的な

イメージというのは持っています。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

渡辺課長。 〔企画定住課長 渡辺孝志君登壇〕 

○企画定住課長（渡辺孝志君） 

今、実質、作家さんは２９年の１月から入ってますので、まだ１年、２年ぐらいなんですけども、

まだ作家さんを集めるというところにちょっと主眼が置いてるのかなというふうに思っております。

やっぱり最終的には、もうちょっと長いスパンで、今、市内の作家さんとの交流とかという活動で

しかまとまっているわけですけども、やはり回遊性があって、例えば店舗を構えるとか、そういっ

た形で回遊性のあるものが一番理想なんですけども、そこへ行くまではちょっとまた時間もかかる
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のかなと思いますので、理想とすれば回遊性のあるものに持っていくのが一番理想かなというふう

に思っております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田中議員。 

○１５番（田中立一君） 

しっかりと長期的、今、短期にはそのように移住を募集していく。中期長期的には、募集した人

たちと地域の人たちでどのような里づくりをしていくかというものがしっかりできていないといけ

ないんじゃないですか。その辺の何年後ぐらいにはそのようになるという、ある程度やはり目標を

立てて、やっていかなきゃいけないし、そうしないと担当のほうも熱意も入ってくるんじゃないで

すか。そのようにぜひお願いしたいと思います。 

ちょっとこれ時間がかかってしまいました。次に入りたいと思います。 

外国人の観光誘致の取り組みですけれども、ちょっと飛ばして、外国人観光客に外国語で観光案

内ができる案内所としてビジット・ジャパン（Ｖ）案内所というのがありますけれども、市内では

ジオパルの観光案内所と道の駅マリンドリーム能生の２カ所が、カテゴリー１に認定されておりま

すよね。この辺の利用状況とか、あるいはここを利用する外国の方の問い合わせたりする、利用す

る内容、そういったことの分析というものはされておられたらお願いします。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

大嶋商工観光課長 〔商工観光課長 大嶋利幸君登壇〕 

○商工観光課長（大嶋利幸君） 

おはようございます。 

糸魚川の観光案内所とマリンドリーム能生については、カテゴリー１の案内所になってるという

ことは承知しておりまして、ただ、具体的な数字につきましては、今のところ把握できておりませ

ん。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田中議員。 

○１５番（田中立一君） 

せっかくこれ観光庁から認定されてる施設ですし、こういったのをやはり目当てに外国の方は訪

れて、いろいろと情報収集をする。情報収集した内容で観光目的のところに行くパターンが多いん

じゃないかと。 

ただ、団体客は、当地域には多いように見受けて、個人客の場合は、そういうパターンがあるん

じゃないかなという傾向はあるかと思いますけれども、やはりそういう情報の分析とか収集とかと

いうものが大事じゃないかなと。そういうことで、ぜひそういったこともこれから取り入れていっ

ていただきたいと思うんですけれども。 

じゃあ外国の方、旅行者の方のＱＲコードなどのコンタクトポイント、そういうものを設置して

るかどうか。そういったことの利用状況というのはどうか。そういったことはわかりますか。 
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〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

大嶋商工観光課長 〔商工観光課長 大嶋利幸君登壇〕 

○商工観光課長（大嶋利幸君） 

外国人の方に向けましては、ＱＲコードの対応で、今のところ「ぐるり糸魚川」という案内シス

テムを持ってるとこでございまして、あとそのほかＱＲコードで糸魚川ジオパーク協議会の外国語

対応のウエブサイトにも誘導してるところでございます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田中議員。 

○１５番（田中立一君） 

今後は、例えばＱＲコード、スマホを見ながら周遊、あるいは交通機関や所要時間も調べていく

とかというふうに個人客はやっていくと思うんですけれども、ぐるり糸魚川の場合は、今、糸魚川

市内だけなんですけれども、今後は、広域観光連携のこういうＱＲコードの対応というものも考え

ていったらどうかなと思うんですが、いかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

大嶋商工観光課長 〔商工観光課長 大嶋利幸君登壇〕 

○商工観光課長（大嶋利幸君） 

議員のおっしゃるとおり、特にインバウンドの観光客は狭いエリアということではなくて、日本

全国でしたり、あとこのエリアですね、糸魚川、白馬、あともっと広いエリアになろうかと思うん

ですけども、いろいろ周遊する観光客が多いというふうに理解しておりますので、今言われたとお

りもっと広いエリアで、例えば北アルプス日本海広域観光連携会議ですとか、そのような組織を通

じまして、幅広い情報が発信できるように、また情報が受けやすいような仕組みをまた提案して、

検討してまいりたいというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田中議員。 

○１５番（田中立一君） 

２番のほうにも入っていくんですけれども、今話題の民泊、民泊を利用する個人客が非常にふえ

て、今オーバーツーリズムと言われるぐらいに観光地によっては、非常に多くの方がこれをやって

るわけですよね。民泊サイトの登録も必要になってくるわけなんですけれども、糸魚川の現状とし

ては、どうなんでしょうか。民泊サイト、非常に多くのプラットホームもだんだんあらわれてきて

おるんですけれども、こういった民泊サイトに登録したり、あるいは登録しようとしている、例え

ば民宿の方だとか、そういう方への把握、あるいは指導や支援、そういったことは市はどのように

行ってますでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 



－ 166 － 

大嶋商工観光課長 〔商工観光課長 大嶋利幸君登壇〕 

○商工観光課長（大嶋利幸君） 

糸魚川市の場合、受け入れ体制として、なかなかまだ英語とか外国語でのコミュニケーションを

とってガイドをするというのが難しい状況でありまして、一部の事業者の皆さんですとかは、それ

に取り組まれて成果を上げております。 

ただ、民泊とかということになってきますと、そういうコミュニケーション能力とかそういうも

のも大事になってきますし、今、当面、糸魚川市といたしましては、団体での観光客を受け入れを

ふやしつつ、そういう個人の外国からいらっしゃるお客さんについて、その受け入れ体制を整備を

していくということが大事ではないかというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田中議員。 

○１５番（田中立一君） 

私も市内で、エアビーだとか、あるいはブッキングドットコムとかから、そういうのに登録して

いる宿泊施設があるかなと、非常に少ないですね、まだね。 

先日、登録している宿泊所にちょっと市内の方に聞きまして、こういうのを利用してくる外国の

方、宿泊される方の糸魚川へ来る目的は何かと聞いてみました。そしたら、ここに糸魚川に来て、

宿泊する外国人は、最初から糸魚川の観光を目的にしてこないと。たまたまその宿のあれかもしれ

ませんけども。ほとんどが金沢や富山の宿がいっぱいになっているか、あるいは非常に高くなって

いて、長期滞在するのにお金がかかるから、新幹線を利用すれば糸魚川は数十分で来れるから、糸

魚川の駅の近くの宿にエアビーやブッキングドットコムを使って探してくると。で、レールパスと

かを持っているから、交通費は気にならない。こういう旅行目的、観光目的、そういう情報収集、

分析が必要なんだけども、こういった話をどう思います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

大嶋商工観光課長 〔商工観光課長 大嶋利幸君登壇〕 

○商工観光課長（大嶋利幸君） 

議員のおっしゃるとおり、周辺の観光地へ来られた際に寄るというケースが多いというふうに考

えておりまして、この宿泊も、例えば立山黒部アルペンルートへ行く際、また終わった後にここで

１泊していくという話も聞いております。また、今、谷村美術館等にも数千人の、日帰りですけど

も、立ち寄りのお客さんがおられますけども、これも高山ですとか名古屋のほうとの、何といいま

すかネットワークといいますか、その中での立ち寄りというのを聞いております。いずれにいたし

ましても立ち寄っていただいているのは間違いないわけでございますので、それをいかに地域に取

り込んでお金を落としてもらえるような仕組みで対応できるかというのが今後の課題であるという

ふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田中議員。 
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○１５番（田中立一君） 

そうですね。やはり来てもらわなければ意味がないんで、そういう意味ではこういう情報という

ものは大事ですし、来れば、この地域にはどんなものがあって、どういうおいしい食べ物があって、

どういうお酒があって、それを楽しんで、訪れて、お金を落としてくれると。その辺をしっかり対

応していくことが、今後、個人客ふえていくんじゃないかと思いますし、また、ふえるように取り

組みも必要だし、またその環境整備も必要じゃないかと。その環境整備の中でレールパスは、非常

に多くの外国人の方が利用しているんですけれども、ＪＲ各社と並行在来線も一部利用できるんで

すが、この辺では石川や富山の並行在来線もできるようなんですけれども、えちごトキめき鉄道は

どうなんでしょうか。その辺の情報はいかがでしょう。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

五十嵐建設課長。 〔建設課長 五十嵐博文君登壇〕 

○建設課長（五十嵐博文君） 

お答えいたします。 

今ほど議員おっしゃったようにジャパン・レール・パスにつきましては、ＪＲグループが共同で

企画運営している切符でございます。基本的にはＪＲのみなんですが、隣の「あいの風とやま鉄

道」、あともう一個隣の「ＩＲいしかわ鉄道」のほうで一部利用できる区間がございます。それに

対してえちごトキめき鉄道は、利用できる区間がございません。これに関しては、いろいろ調べも

んをしてみますと、富山、例えばあいの風とやま鉄道の例でいいますと高岡・富山間のみの通過利

用という条件がついております。これがどういうことかなというふうに考えますと、レールパスの

対象になる新幹線で富山駅まで来ても、その先の高岡から出ておる氷見線ですとか城端線、ＪＲ自

社線に乗るためには、どうしてもその間、三セク線を利用しないと、あいの風を利用しないとその

先のＪＲ線につながらないためと。同じようにＩＲいしかわ鉄道の場合にもそのような設定をされ

ておると。糸魚川市の場合は、新幹線で来て、大糸線のほうにそのまま行けるということで、今の

三セク会社の設定に関しては、えちごトキめき鉄道はないということは、そういう理由かと思われ

ます。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田中議員。 

○１５番（田中立一君） 

わかりました。可能ならば使えるにこしたことはないなと。ここへ来て北陸新幹線でおりて、そ

こからいきなり有料ですよというふうになるわけで、その辺を理解していただければいいんですけ

れども、今後の、何といいましょうか対応の中で、もし申し込みやら何やら前進できることがあっ

たら、そのようにまた推していただけたらなと思います。いろいろと多くの外国の方、国によって

いろいろと求めるものが違うかと思いますし、滞在期間も違うんですけども、一般に外国の方は長

期滞在が多いので、非常に気に入るとそこに長くいると。やはり交通機関、二次交通というものは

非常に大事になってくんじゃないかなと思いますので、そういったことの対応をよろしくお願いい
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たしたいと思います。 

最後になりましたけれども、米のほうなんですが、先ほど土壌改良等の補助をしているというん

ですけど、ちょっとその辺の具体的な取り組みを紹介していただけたらと思います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

池田農林水産課長。 〔農林水産課長 池田 隆君登壇〕 

○農林水産課長（池田 隆君） 

干ばつによるひび割れの対応でございますけども、国の災害の対象になるのは田面から七十数セ

ンチの深さのものであります。なかなかそういうものは出てきません。そんなことから県のほうで

は、畦畔から５０センチのものまで対象にしていただいております。 

ただ、そういうひび割れについても幾つかはありますが、多くは小さなひび割れが無数に入って

おるというようなことから、これは市とＪＡと単独で協力をしながら土壌改良材を補助をしており

ます。具体的には、８７４円のベントナイトという土壌改良材なんですが、それに対して糸魚川市

では１袋当たり３００円、ＪＡひすいでは３２４円、個人の方のご負担は２５０円という内容で助

成をさせていただいております。 

その結果、現在のところ８７名の方からご利用いただいておりまして、袋の数といたしましては、

２,８００程度ご利用いただいておるという内容でございます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田中議員。 

○１５番（田中立一君） 

ありがとうございます。 

先日、グルメに人気のミシュランガイドで浅草のおにぎり専門店の「宿六」が選定されました。

そこで使用されるお米が糸魚川産のコシヒカリということで、非常に話題になりました。ぜひ今後

もおいしいお米のとれる糸魚川ということで、頑張ってやっていただきたいと思うことをお話しし

て、私の一般質問を終わります。ありがとうございました。 

○議長（五十嵐健一郎君） 

以上で、田中議員の質問が終わりました。 

関連質問なしと認めます。 

暫時休憩いたします。 

再開を１１時１５分といたします。 

 

〈午前１１時１１分 休憩〉 

 

〈午前１１時１５分 開議〉 

 

○議長（五十嵐健一郎君） 

休憩を解き会議を再開いたします。 


